
(仮称)清流の国ぎふ
花と緑の振興センター

花と緑の振興センター・コンソーシアム・園芸アカデミー・実習フィールド 全体構想

企業と連携した担い手の育成と
産業の振興

(仮称)ぎふ花と緑の振興コンソーシアム

担い手育成・支援施設

１ 若手生産者(就農2～5年目)の技術力向上研修
２ 経営管理能力向上のための研修
３ 新規就農希望者・定年帰農者の技術習得研修
４ 国際園芸アカデミー卒業生の就農支援研修
５ コンソーシアムＷＧの試験研究・実証の場

教育内容の改革

１ 教育体制の充実
２ 経営感覚に優れた人材の育成
３ 社会性と職業意識を身につけた即戦力となる人材育成
４ 園芸・緑化技術の習得及び向上
５ 社会人教育・生涯学習の充実

◆花と緑の産業に直結した教育の実践

ＪＡ
自治
体

コンソー
シアム

花き
生産

企業
流通

造園

広報
情報

研究
教育

消費
者

金融

実習フィールド

校内フィールドの充実

実践力の磨き上げの場の充実

業界の壁を越えた花と緑の産業振興

・行政と企業が連携した産業振興事業
・企業等のワーキンググループによる事業

花フェスタ記念公園の活用

・最新設備の導入による学習環境の向上

・実習棟の再整備による学習環境の向上
・作品の直売施設の新設によるコミュニケーショ
ン能力とマーケティング能力の向上

・インターンシップの充実による実践的技術の習得
や地域社会と連携した花と緑のまちづくり

校外フィールドの確保

ディプロマ・ポリシーなど３つの方針
による社会に通用する人材の育成

国際園芸アカデミー
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